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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す方法であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するステップであって、前記PPDUがプリ
アンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリアンブルフィールドの高効
率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯域幅識別子が80MHz以上の
帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネルを示すために使用され、
前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ステップと、
　前記PPDUを送信するステップと
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第1の値であり、前記第1の値は前記データ送信チャネルの第1のモ
ードを示し、
　前記第1のモードでは、少なくとも、1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHz
チャネルが前記データ送信チャネルに含まれ、前記2次40MHzチャネルの前記20MHzチャネ
ルの位置は、前記1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティであり、2次80MHzチ
ャネルの20MHzチャネルは前記データ送信チャネルに含まれない、方法。
【請求項２】
　前記第1のモードでは、前記1次20MHzチャネルおよび前記2次40MHzチャネルのみが前記
データ送信チャネルに含まれ、前記2次80MHzチャネルの20MHzチャネルは前記データ送信
チャネルに含まれない、請求項1に記載の方法。
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【請求項３】
　前記第1の値が100である、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す方法であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するステップであって、前記PPDUがプリ
アンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリアンブルフィールドの高効
率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯域幅識別子が80MHz以上の
帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネルを示すために使用され、
前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ステップと、
　前記PPDUを送信するステップと
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第2の値であり、前記第2の値は前記データ送信チャネルの第2のモ
ードを示し、
　前記第2のモードでは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネ
ルの少なくとも1つの20MHzチャネルのみが前記データ送信チャネルに含まれる、方法。
【請求項５】
　前記第2のモードでは、前記1次20MHzチャネル、前記2次20MHzチャネル、および前記2次
40MHzチャネルの1つの20MHzチャネルのみが前記データ送信チャネルに含まれる、請求項4
に記載の方法。
【請求項６】
　前記第2の値が101である、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す方法であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するステップであって、前記PPDUがプリ
アンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリアンブルフィールドの高効
率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯域幅識別子が80MHz以上の
帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネルを示すために使用され、
前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ステップと、
　前記PPDUを送信するステップと
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第3の値であり、前記第3の値は前記データ送信チャネルの第3のモ
ードを示し、
　前記第3のモードでは、少なくとも、1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの20MHzチャ
ネル、および2次80MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルが前記データ送信チャネ
ルに含まれ、前記2次40MHzチャネルの前記20MHzチャネルの位置は、前記1次20MHzチャネ
ルの位置と比較して反対のパリティである、方法。
【請求項８】
　前記第3のモードでは、前記1次20MHzチャネル、前記2次40MHzチャネル、および前記2次
80MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルのみが前記データ送信チャネルに含まれ
る、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す方法であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するステップであって、前記PPDUがプリ
アンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリアンブルフィールドの高効
率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯域幅識別子が80MHz以上の
帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネルを示すために使用され、
前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ステップと、
　前記PPDUを送信するステップと
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第4の値であり、前記第4の値は前記データ送信チャネルの第4のモ
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ードを示し、
　前記第4のモードでは、少なくとも、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次
80MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルが前記データ送信チャネルに含まれる、
方法。
【請求項１０】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す装置であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するように構成されたベースバンド回路
であって、前記PPDUがプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリ
アンブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯
域幅識別子が80MHz以上の帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネ
ルを示すために使用され、前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ベースバンド回路と、
　前記PPDUを送信するように構成された無線周波数回路と
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第1の値であり、前記第1の値は前記データ送信チャネルの第1のモ
ードを示し、
　前記第1のモードでは、少なくとも、1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHz
チャネルが前記データ送信チャネルに含まれ、前記2次40MHzチャネルの前記20MHzチャネ
ルの位置は、前記1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティであり、2次80MHzチ
ャネルの20MHzチャネルは前記データ送信チャネルに含まれない、装置。
【請求項１１】
　前記第1のモードでは、前記1次20MHzチャネルおよび前記2次40MHzチャネルのみが前記
データ送信チャネルに含まれ、前記2次80MHzチャネルの20MHzチャネルは前記データ送信
チャネルに含まれない、請求項10に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第1の値が100である、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す装置であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するように構成されたベースバンド回路
であって、前記PPDUがプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリ
アンブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯
域幅識別子が80MHz以上の帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネ
ルを示すために使用され、前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ベースバンド回路と、
　前記PPDUを送信するように構成された無線周波数回路と
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第2の値であり、前記第2の値は前記データ送信チャネルの第2のモ
ードを示し、
　前記第2のモードでは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネ
ルの少なくとも1つの20MHzチャネルのみが前記データ送信チャネルに含まれる、装置。
【請求項１４】
　前記第2のモードでは、前記1次20MHzチャネル、前記2次20MHzチャネル、および前記2次
40MHzチャネルの1つの20MHzチャネルのみが前記データ送信チャネルに含まれる、請求項1
3に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第2の値が101である、請求項14に記載の装置。
【請求項１６】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す装置であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するように構成されたベースバンド回路
であって、前記PPDUがプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリ
アンブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯
域幅識別子が80MHz以上の帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネ
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ルを示すために使用され、前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ベースバンド回路と、
　前記PPDUを送信するように構成された無線周波数回路と
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第3の値であり、前記第3の値は前記データ送信チャネルの第3のモ
ードを示し、
　前記第3のモードでは、少なくとも、1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの20MHzチャ
ネル、および2次80MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルが前記データ送信チャネ
ルに含まれ、前記2次40MHzチャネルの前記20MHzチャネルの位置は、前記1次20MHzチャネ
ルの位置と比較して反対のパリティである、装置。
【請求項１７】
　前記第3のモードでは、前記1次20MHzチャネル、前記2次40MHzチャネル、および前記2次
80MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルのみが前記データ送信チャネルに含まれ
る、請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す装置であって、
　物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するように構成されたベースバンド回路
であって、前記PPDUがプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、前記プリ
アンブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）が帯域幅識別子を含み、前記帯
域幅識別子が80MHz以上の帯域幅を有するチャネルにおける前記PPDUのデータ送信チャネ
ルを示すために使用され、前記帯域幅識別子が3ビットからなる、ベースバンド回路と、
　前記PPDUを送信するように構成された無線周波数回路と
　を含み、
　前記帯域幅識別子が第4の値であり、前記第4の値は前記データ送信チャネルの第4のモ
ードを示し、
　前記第4のモードでは、少なくとも、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次
80MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルが前記データ送信チャネルに含まれる、
装置。
【請求項１９】
　プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、
　前記プログラムは、実行されたとき、コンピュータに請求項1から9のいずれか一項に記
載の方法を実行させる、コンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項２０】
　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネルを示す装置であって、
　プロセッサと、
　命令を格納したメモリと
　を含み、
　前記命令は、前記プロセッサによって実行されたとき、請求項1から9のいずれか一項に
記載の方法を実行するように前記装置に命令する、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、2016年2月6日に中国特許庁に提出された「METHOD AND APPARATUS FOR INDIC
ATING CHANNEL IN WIRELESS LOCAL AREA NETWORK」と題する中国特許出願第201610084191
.3号、2016年3月7日に中国特許庁に提出された「METHOD AND APPARATUS FOR INDICATING 
CHANNEL IN WIRELESS LOCAL AREA NETWORK」と題する中国特許出願第201610128055.X号、
および2016年5月24日に中国特許庁に提出された「METHOD AND APPARATUS FOR INDICATING
 CHANNEL IN WIRELESS LOCAL AREA NETWORK」と題する中国特許出願第201610353330.8号
の優先権を主張するものであり、これらは参照によりその全体が本明細書に組み込まれる
。
【０００２】
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　本発明は、通信技術の分野に関し、特に、無線ローカルエリアネットワークにおいてチ
ャネルを示す方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線ローカルエリアネットワーク（Wireless Local Area Network、略してWLAN）標準
が進化するにつれて、WLANシステムは、より高い帯域幅を使用することによってより高速
となる。標準では、通常20MHzが基本帯域幅単位として使用される。802.11aでは20MHzの
帯域幅が使用される。帯域幅は802.11nでは40MHzに広がり、802.11acでは80MHzおよび160
MHzに広がる。帯域幅が20MHzより大きい場合、1つの20MHzチャネルは1次20MHzチャネルで
あり、残りの20MHzチャネルは2次チャネルである。現行の標準では、局がチャネルにアク
セスするときには、1次20MHzチャネルを含める必要がある。つまり、1次20MHzチャネルが
占有されている場合、他のチャネルがアイドル状態であってもそのチャネルは使用できな
い。現行の標準で定義されているチャネル帯域幅には、20MHz、40MHz、80MHz、および160
（80＋80）MHzの4つのモードがある。
【０００４】
　次世代のWLAN標準802.11axでは、集中的な導入シナリオが主に検討されており、検討の
重点は、ピークスループットの上昇からスペクトル効率の向上に変わっている。例えば、
図1に示すように、802.11nをサポートする局と802.11axをサポートする局が集中的に配置
されるシナリオのように、異なるWLAN標準をサポートする局が集中的に共存するシナリオ
の場合、図1の各チャネルは20MHzの帯域幅を有し、802.11n局は20MHzの帯域幅を使用して
送信を行い、802.11n局によって行われる狭帯域送信中にスペクトルが切断され、それに
より802.11ax局が利用可能なチャネルが不連続になる。
【０００５】
　しかし、既存のWLAN標準は、周波数領域における不連続なチャネルの表示には不十分で
ある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、本発明は、周波数領域において不連続なチャネルを示すために、無線ローカル
エリアネットワークにおいてチャネルを示す方法および装置を提供する。
【０００７】
　一態様によれば、本発明は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネ
ルを示す方法を提供する。チャネルを示す方法は、アクセスポイントと局との間のダウン
リンクに適用される。チャネルを示す方法は、アクセスポイントによって実行され、アク
セスポイントと複数の局との間のダウンリンクマルチユーザ送信シナリオに適用される。
チャネルを示す方法では、まず、物理プロトコルデータユニット（PPDU）が生成される。
PPDUは、プリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブルフィール
ドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子およびチャネル結合識別子を含
み、チャネル結合識別子は、データ送信チャネルが周波数領域において連続的であるかど
うかを示すために使用される。その後、PPDUが送信される。
【０００８】
　具体的には、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは周波数
領域において連続的であり、またはチャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送
信チャネルは周波数領域に複数の不連続チャネルを含む。
【０００９】
　可能な実施例では、チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第1の値であ
る場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第1の値
であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルお
よび2次20MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第3
の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2
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次40MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第4の値
である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャ
ネル、および2次80MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzおよび2次40MHzチャネルを含
み、チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送
信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第
2の値であり、帯域幅識別子が第3の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネ
ル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、またはチャネル結合識別子が第
2の値であり、帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネ
ル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００１０】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、デー
タ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2
次80MHzチャネルを含み、または帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第
2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次
80MHzチャネルを含む。
【００１１】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、デー
タ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2
次80MHzチャネルを含み、または帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第
2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含
む。
【００１２】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、デー
タ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2
次80MHzチャネルを含み、または帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第
2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネルおよび2次
80MHzチャネルを含む。
【００１３】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
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別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、または帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャ
ネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００１４】
　別の態様によれば、本発明は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャ
ネルを示す装置を提供する。チャネルを示す装置はアクセスポイントであり、アクセスポ
イントと複数の局との間のダウンリンクマルチユーザ送信シナリオに適用される。チャネ
ルを示すための装置は、ベースバンド回路と無線周波数回路とを含む。ベースバンド回路
は、物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するように構成される。PPDUはプリア
ンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブルフィールドの高効率信号
フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子およびチャネル結合識別子を含み、チャネル結
合識別子は、データ送信チャネルが周波数領域において連続的であるかどうかを示すため
に使用される。無線周波数回路は、PPDUを送信するように構成される。
【００１５】
　具体的には、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは周波数
領域において連続的であり、またはチャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送
信チャネルは周波数領域に複数の不連続チャネルを含む。
【００１６】
　可能な実施例では、チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第1の値であ
る場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第1の値
であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルお
よび2次20MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第3
の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2
次40MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第4の値
である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャ
ネル、および2次80MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzおよび2次40MHzチャネルを含
み、チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送
信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含み、チャネル結合識別子が第
2の値であり、帯域幅識別子が第3の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネ
ル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、またはチャネル結合識別子が第
2の値であり、帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネ
ル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００１７】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、デー
タ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2
次80MHzチャネルを含み、または帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第
2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次
80MHzチャネルを含む。
【００１８】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
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ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、デー
タ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2
次80MHzチャネルを含み、または帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第
2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含
む。
【００１９】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、デー
タ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2
次80MHzチャネルを含み、または帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第
2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネルおよび2次
80MHzチャネルを含む。
【００２０】
　可能な実施例では、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MH
zチャネルを含み、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチ
ャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識
別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネルを含み、帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子
が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含み、または帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャ
ネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００２１】
　上述の解決策から、本発明の実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）に
おいてチャネルを示すための方法および装置を提供することが分かる。送信局は物理プロ
トコルデータユニット（PPDU）を生成および送信し、PPDUはプリアンブルフィールドおよ
びデータフィールドを含み、プリアンブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A
）は、帯域幅識別子およびチャネル結合識別子を含み、チャネル結合識別子は、データ送
信チャネルが周波数領域において連続的であるかどうかを示すために使用される。このよ
うに、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不連続チャネルが示され、
利用可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループットが向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】802.11n局と802.11ax局とが混在するチャネル割り当て図である。
【図２】本発明によるシステムの適用シナリオ図である。
【図３ａ】本発明によるシステムのチャネル割り当て図である。
【図３ｂ】本発明によるシステムの別のチャネル割り当て図である。
【図４】本発明によるシステムの物理プロトコルデータユニットのフレーム構造を示す図
である。
【図５】本発明によるシステムの物理プロトコルデータユニットのHE-SIG-Bのフレーム構
造を示す図である。
【図６】物理プロトコルデータユニットのHE-SIG-Bのリソースユニットを20MHzの帯域幅
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に割り当てる図である。
【図７】物理プロトコルデータユニットのHE-SIG-Bのリソースユニットを40MHzの帯域幅
に割り当てる図である。
【図８】物理プロトコルデータユニットのHE-SIG-Bのリソースユニットを80MHzの帯域幅
に割り当てる図である。
【図９】物理プロトコルデータユニットのHE-SIG-Bのリソースユニットを160MHzの帯域幅
に割り当てる図である。
【図１０】本発明の実施形態1による方法のフローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態1による実施例1のチャネル表示図である。
【図１２】本発明の実施形態1による実施例2のチャネル表示図である。
【図１３】本発明の実施形態1による実施例3のチャネル表示図である。
【図１４】本発明の実施形態1による実施例4のチャネル表示図である。
【図１５】本発明の実施形態1による実施例5のチャネル表示図である。
【図１６】本発明の実施形態1による実施例6のチャネル表示図である。
【図１７ａ】本発明の実施形態1による実施例7の第1のチャネル表示図である。
【図１７ｂ】本発明の実施形態1による実施例7の第2のチャネル表示図である。
【図１８ａ】本発明の実施形態1による実施例8の第1のチャネル表示図である。
【図１８ｂ】本発明の実施形態1による実施例8の第2のチャネル表示図である。
【図１８ｃ】本発明の実施形態1による実施例8の第3のチャネル表示図である。
【図１８ｄ】本発明の実施形態1による実施例8の第4のチャネル表示図である。
【図１９】本発明の実施形態1による実施例9のチャネル表示図である。
【図２０ａ】本発明の実施形態1による実施例10の第1のチャネル表示図である。
【図２０ｂ】本発明の実施形態1による実施例10の第2のチャネル表示図である。
【図２０ｃ】本発明の実施形態1による実施例10の第3のチャネル表示図である。
【図２０ｄ】本発明の実施形態1による実施例10の第4のチャネル表示図である。
【図２１】本発明の実施形態2による方法のフローチャートである。
【図２２】本発明の実施形態2によるチャネル表示図である。
【図２３】本発明の実施形態3によるチャネル表示図である。
【図２４】本発明の実施形態4による装置を示す図である。
【図２５】本発明の実施形態7によるチャネル表示図である。
【図２６】本発明の実施形態8によるチャネル表示図1である。
【図２７】本発明の実施形態8によるチャネル表示図2である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の実施形態は、WLAN（Wireless Local Area Network、無線ローカルエリアネッ
トワーク）に適用することができる。無線ローカルエリアネットワークは、複数の基本サ
ービスセット（Basic Service Set、略してBSS）を含むことができる。基本サービスセッ
ト内のネットワークノードは、局（Station、略してSTA）であり、局はアクセスポイント
（Access Point、略してAP）局および非アクセスポイント局（None Access Point Statio
n、略して非AP STA）を含む。各基本サービスセットは、1つのAPおよびAPに関連する複数
の非AP STAを含むことができる。
【００２４】
　アクセスポイント（Access Point、略してAP）局は、無線アクセスポイント、ホットス
ポットなどとも呼ばれる。APは、モバイルユーザが有線ネットワークにアクセスするアク
セスポイントであり、主に自宅や建物およびキャンパス内に配置される。一般的なカバレ
ッジ半径は、数十または数百メートルである。もちろん、APは屋外に配置されてもよい。
APは、有線ネットワークおよび無線ネットワークを接続するブリッジに相当し、主に、さ
まざまな無線ネットワーククライアントどうしを接続し、無線ネットワークをイーサネッ
ト（登録商標）に接続するように構成されている。現在、APが主に使用している標準は、
IEEE（Institute of Electrical and Electronics Engineers、米国電気電子学会）802.1
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1シリーズである。具体的には、APは、Wi-Fi（Wireless Fidelity、ワイヤレスフィデリ
ティ）チップを有する端末装置またはネットワーク装置であってもよい。任意選択的に、
APは、802.11ax標準をサポートする装置であってもよい。
【００２５】
　非アクセスポイント局（None Access Point Station、略してNon-AP STA）は、無線通
信チップ、無線センサ、または無線通信端末であってもよく、無線通信端末にはWi-Fi通
信機能をサポートする携帯電話、Wi-Fi通信機能をサポートするタブレットコンピュータ
、Wi-Fi通信機能をサポートするセットトップボックス、Wi-Fi通信機能をサポートするス
マートテレビ、Wi-Fi通信機能をサポートするスマートウェアラブル装置、またはWi-Fi通
信機能をサポートするコンピュータなどが含まれる。任意選択的に、局は802.11ax標準を
サポートすることができる。
【００２６】
　図2は、一般的なWLAN配置シナリオのシステムの概略図である。このシステムには、1つ
のAPと3つのSTAとが含まれる。APは、STA1、STA2、STA3と別個に通信する。APおよびSTA1
～3の各々は、第1の局または第2の局として使用されてもよい。
【００２７】
　WLANにおけるチャネル分割が図3aに示され、チャネルに番号が付けられ、番号0～7の各
々が1つの20MHzチャネルを表すことに留意されたい。0チャネルは、1次20MHzチャネルを
表す。1チャネルは、2次20MHzチャネルを表す。0チャネルおよび1チャネルは、1次40MHz
チャネルを形成する。2チャネルおよび3チャネルは、第2の40MHzチャネルを形成する。0
チャネル、1チャネル、2チャネル、および3チャネルは、1次80MHzチャネルを形成する。4
チャネル、5チャネル、6チャネル、および7チャネルは、2次80MHzチャネルを形成する。4
チャネルは5チャネルに隣接する。5チャネルは6チャネルに隣接する。6チャネルは7チャ
ネルに隣接する。
【００２８】
　現行のWLAN標準では、マルチチャネル合成ルールにおいて、1つの一意な20MHzチャネル
は1次20MHzチャネルであり、1次20MHzチャネルの左または右の隣接20MHzチャネルは2次20
MHzチャネルであることに留意されたい（左または右の20MHzチャネルがランダムに選択さ
れてもよいが、一方のみが選択され得る。さらに、左のものは下にあるように記述されて
もよく、右のものは上にあるように記述されてもよい。左または下にあるということは、
周波数が1次20MHzチャネルの周波数よりも低く、右または上にあるということは、周波数
が1次20MHzチャネルの周波数より高いことを示す）。1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチ
ャネルは、1次40MHzチャネルを形成する。1次40MHzチャネルの左または右に隣接する40MH
zチャネルは、2次40MHzチャネルであり（左または右の40MHzがランダムに選択されてもよ
いが、一方のみが選択され得る）、1次40MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルは、1次80M
Hzチャネルを形成する。1次80MHzチャネルの左または右の80MHzチャネルは、2次80MHzチ
ャネルである（左または右の80MHzチャネルがランダムに選択されてもよいが、一方のみ
が選択され得る）。1次80MHzチャネルが2次80MHzチャネルに隣接する場合、1次80MHzチャ
ネルおよび2次80MHzチャネルは160MHzチャネルを形成する。1次80MHzチャネルが2次80MHz
チャネルに隣接しない場合、1次80MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルは（80＋80）MHz
チャネルを形成する。
【００２９】
　前述の規則に基づいて、チャネル0～7は、図3bに示す複数の方法で配置されてもよい。
さらに、2次40MHzの2つの20MHzチャネルおよび2次80MHzの4つの20MHzチャネルは、左から
右に、または右から左に番号を付けることができる。これは、本発明において限定的でな
い。説明の便宜上、本発明のすべての実施形態において、WLANにおけるチャネル分割のた
めに、0チャネルが1次20MHzチャネルとして使用される。
【００３０】
　本発明の実施形態におけるデータフレームは可能な802.11axデータフレームであり、WL
AN内のデータフレームは一般にPPDU（Physical Protocol Data Unit、物理プロトコルデ
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ータユニット）である。図4に示すように、PPDUは、プリアンブルフィールドおよびデー
タフィールドを含み、プリアンブルフィールドは、レガシープリアンブルフィールドおよ
び高効率プリアンブルフィールドを含む。レガシープリアンブル（Legacy Preamble）フ
ィールドは、既存のWLAN標準装置と互換性があり、L-STF（Legacy Short Training Field
、レガシーショートトレーニングフィールド）、L-LTF（Legacy Long Training Field、
レガシーロングトレーニングフィールド）、L-SIG（Legacy Signaling Field、レガシー
シグナリングフィールド）、RL-SIG（Repeated Legacy Signaling Field、リピーテッド
レガシーシグナリングフィールド）を含む。レガシープリアンブルフィールドの後に高効
率信号フィールドA（High Efficiency Signal Field A、略してHE-SIG-A）、高効率信号
フィールドB（High Efficiency Signal Field B、略してHE-SIG-B）、およびOther HE Pr
eambleが続く。なお、Other HE Preambleは、1つのフィールドまたは複数のフィールドの
組み合わせであり、特に特定のフィールドに限定されない。Other HE Preambleフィール
ドの後に、データフィールド（Data）が続く。さらに可能なWLAN標準では、標準名やフィ
ールド名などは他の名称に置き換えられてもよく、本発明の保護範囲を限定するものでは
ない。さらに、データフレームの説明は、後続の実施形態にも適用可能である。
【００３１】
　HE-SIG-Bフィールドは、各20MHzチャネルで別々に符号化されることに留意されたい。
符号化構造は図5に示されており、共通ブロックフィールドとユーザ固有フィールドとを
含む。
【００３２】
　共通ブロックフィールドは、周波数領域RU割り当て情報、MU-MIMOに割り当てられたRU
、およびMU-MIMOに含まれるユーザ数など、リソース割り当てに関する情報を含む。ユー
ザ固有フィールドは、複数のユーザブロックフィールドを含む。各ユーザブロックフィー
ルドは、2つの局のデータを分析するために必要な情報を含む。共通ブロックフィールド
のRU割り当てシグナリングによって示されるユーザフィールドの量が奇数である場合、最
後のユーザブロックフィールドは、1つの局のみに関する情報を含むことができる。
【００３３】
　20MHzのPPDUについては、図6を参照されたい。図7に示すように、40MHzのPPDUの場合、
同一の局データを有する20MHzで、局の共通ブロックフィールドおよびユーザ固有フィー
ルドが送信される。
【００３４】
　80MHzのPPDUについて、共通ブロックフィールドおよびユーザ固有フィールドの周波数
マッピングを図8に示す。周波数によって上から下に配置される第1の20MHzチャネルおよ
び第3の20MHzチャネル上のHE-SIG-Bの内容は同じである。これらのチャネルで搬送される
情報はHE-SIG-B1であり、HE-SIG-B1は、A242またはC242の少なくとも一部のサブキャリア
を占有するすべての局のシグナリング情報を含む。同様に、周波数によって上から下に配
置される第2の20MHzチャネルおよび第4の20MHzチャネル上のHE-SIG-Bの内容は同じである
。これらのチャネルで搬送される情報はHE-SIG-B2であり、HE-SIG-B2は、B242またはD242
の少なくとも一部のサブキャリアを占有するすべての局のシグナリング情報を含む。
【００３５】
　160MHzのPPDUについて、共通ブロックフィールドおよびユーザ固有フィールドの周波数
マッピングを図9に示す。周波数によって上から下に配置される第1の20MHzチャネルおよ
び第3の20MHzチャネル、第5の20MHzチャネル、および第7の20MHzチャネル上のHE-SIG-Bの
内容は同じである。これらのチャネルで搬送される情報は、HE-SIG-B1であり、HE-SIG-B1
は、A1-242、C1-242、A2-242、またはC2-242の少なくとも一部のサブキャリアを占めるす
べての局のシグナリング情報を含む。同様に、周波数によって上から下に配置される第2
の20MHzチャネル、第4の20MHzチャネル、第6の20MHzチャネル、および第8の20MHzチャネ
ル上のHE-SIG-Bの内容は同じである。これらのチャネル上で搬送される情報は、HE-SIG-B
2であり、HE-SIG-B2は、B1-242、D1-242、B2-242、またはD2-242の少なくとも一部のサブ
キャリアを占有するすべての局のシグナリング情報を含む。
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【００３６】
　説明の便宜上、PPDUの記述はすべての実施形態に適用可能である。
【００３７】
　実施形態1
　本発明の実施形態1は、WLANに適用され、チャネルを示す方法を提供する。この方法は
、例えば図2のAPおよびSTA1～STA3のような局に適用することができる。局は、例えば802
.11ax標準のような次世代WLAN標準をサポートすることができる。図10は、チャネルを示
す方法の例示的なブロック図である。具体的な手順は次のとおりである。
【００３８】
　ステップ101：物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成し、ここでPPDUはプリア
ンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブルフィールドの高効率信号
フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子およびチャネル結合識別子を含み、チャネル結
合識別子は、データ送信チャネルが周波数領域において連続的であるかどうかを示すため
に使用される。
【００３９】
　ステップ102：PPDUを送信する。
【００４０】
　具体的には、チャネル結合（Channel Bonding、略してCB）識別子は少なくとも1ビット
を含み、以下では例として1ビットを使用して説明する。チャネル結合識別子が第1の値で
ある場合、データ送信チャネルは周波数領域において連続的であり、またはチャネル結合
識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは周波数領域に複数の不連続チャネル
を含む。
【００４１】
　なお、チャネル結合識別子の第1の値および第2の値は、本発明において限定されていな
い。第1の値は「0」であり、第2の値は「1」である。第1の値は「1」であり、第2の値は
「0」である。上記の2つの場合は、どちらも本発明の保護範囲にある。説明の便宜上、第
1の値が「0」で第2の値が「1」の場合を以下で説明のために具体的に使用する。
【００４２】
　任意選択的に、本発明では、帯域幅識別子およびチャネル結合識別子の両方を使用して
データ送信チャネルを示すことは、少なくとも10個の実施例を含む。
【００４３】
　実施例1：チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第1の値である場合、
データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第3の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzおよび2次40MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第3の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、また
は、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００４４】
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　なお、帯域幅（Bandwidth、BW）識別子は、少なくとも2ビットを含み、以下では例とし
て2ビットを使用して説明する。また、帯域幅識別子の第1の値、第2の値、第3の値、およ
び第4の値の範囲は［00，01，10，11］である。本発明では、帯域幅識別子の値の具体的
なマッピング関係は限定されていない。説明の便宜上、第1の値が「00」であり、第2の値
が「01」であり、第3の値が「10」であり、および第4の値が「11」である場合について説
明する。
【００４５】
　具体的には、図11を使用して実施例1を具体的に説明する。
【００４６】
　周波数領域の連続チャネルの場合：
【００４７】
　CB＝0、BW＝00の場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、すなわちチャネル0で
ある。
【００４８】
　CB＝0、BW＝01の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャ
ネル、すなわちチャネル0および1を含む。
【００４９】
　CB＝0、BW＝10の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～3を含む。
【００５０】
　CB＝0、BW＝11の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～7を含む。
【００５１】
　周波数領域の不連続チャネルの場合：
【００５２】
　CB＝1、BW＝00の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzおよび2次40MHzチャネル、す
なわちチャネル0、2、3を含む。
【００５３】
　CB＝1、BW＝01の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャ
ネル、すなわちチャネル0および4～7を含む。
【００５４】
　CB＝1、BW＝10の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル
、および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0、1、および4～7を含む。
【００５５】
　CB＝1、BW＝11の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル
、および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0および2～7を含む。
【００５６】
　実施例2：
【００５７】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは160MHzまたは（80＋80）MHzであり、この場合、データ送信チャネルは、1次20
MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、
または、
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　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは160MHzまたは（80＋80）MHzであり、この場合、データ送信チャネルは、1次20
MHzチャネル、2次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００５８】
　図12を参照して、実施例2におけるチャネル結合識別子と帯域幅識別子とのマッピング
関係およびチャネルについて説明する。
【００５９】
　BW＝00の場合、データ送信帯域幅は1次20MHzチャネル、すなわちチャネル0である。チ
ャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていてもよい。
【００６０】
　BW＝01の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル、すな
わちチャネル0および1である。チャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていて
もよい。
【００６１】
　BW＝10、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、
および2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～3である。
【００６２】
　BW＝10、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネ
ル、すなわちチャネル0、2、3である。
【００６３】
　BW＝11、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2
次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0～7である。
【００６４】
　BW＝11、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、
および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0、1、および4～7である。
【００６５】
　実施例3：
【００６６】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは160MHzまたは（80＋80）MHzであり、この場合、データ送信チャネルは、1次20
MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、
または、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは160MHzまたは（80＋80）MHzであり、この場合、データ送信チャネルは、1次20
MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００６７】
　図13を参照して、実施例3におけるチャネル結合識別子と帯域幅識別子とのマッピング
関係およびチャネルについて説明する。
【００６８】
　BW＝00の場合、データ送信帯域幅は1次20MHzチャネル、すなわちチャネル0である。デ
ータ送信帯域幅が40MHz以下である場合、チャネル結合識別子の値は、0、1、または予約
されていてもよい。
【００６９】
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　BW＝01の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル、すな
わちチャネル0および1である。データ送信帯域幅が40MHz以下である場合、チャネル結合
識別子の値は、0、1、または予約されていてもよい。
【００７０】
　BW＝10、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、
および2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～3である。
【００７１】
　BW＝10、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネ
ル、すなわちチャネル0、2、3である。
【００７２】
　BW＝11、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2
次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0～7である。
【００７３】
　BW＝11、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネ
ル、すなわちチャネル0および4～7である。
【００７４】
　実施例4：
【００７５】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは160MHzまたは（80＋80）MHzであり、この場合、データ送信チャネルは、1次20
MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、
または、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは160MHzまたは（80＋80）MHzであり、この場合、データ送信チャネルは、1次20
MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００７６】
　図14を参照して、方法4におけるチャネル結合識別子と帯域幅識別子とのマッピング関
係およびチャネルについて説明する。
【００７７】
　BW＝00の場合、データ送信帯域幅は1次20MHzチャネル、すなわちチャネル0である。チ
ャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていてもよい。
【００７８】
　BW＝01の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル、すな
わちチャネル0および1である。チャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていて
もよい。
【００７９】
　BW＝10、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、
および2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～3である。
【００８０】
　BW＝10、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネ
ル、すなわちチャネル0、2、3である。
【００８１】
　BW＝11、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2
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次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0～7である。
【００８２】
　BW＝11、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、2
次80MHzチャネル、すなわちチャネル0および2～7である。
【００８３】
　実施例5：
【００８４】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、または、
　帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20
MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００８５】
　図15を参照して、方法5におけるチャネル結合識別子と帯域幅識別子とのマッピング関
係およびチャネルについて説明する。
【００８６】
　BW＝00の場合、データ送信帯域幅は1次20MHzチャネル、すなわちチャネル0である。チ
ャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていてもよい。
【００８７】
　BW＝01の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル、すな
わちチャネル0および1である。チャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていて
もよい。
【００８８】
　BW＝10、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、
および2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～3である。
【００８９】
　BW＝10、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネ
ル、すなわちチャネル0、2、3である。
【００９０】
　BW＝11の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHz
チャネル、および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0～7である。チャネル結合識別子
の値は、0、1、または予約されていてもよい。
【００９１】
　実施例6：
【００９２】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MH
zチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHz
チャネルを含み、または、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【００９３】
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　図16を参照して、方法6におけるチャネル結合識別子と帯域幅識別子とのマッピング関
係およびチャネルについて説明する。
【００９４】
　BW＝00の場合、データ送信帯域幅は1次20MHzチャネル、すなわちチャネル0である。チ
ャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていてもよい。
【００９５】
　BW＝01の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル、すな
わちチャネル0および1である。チャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていて
もよい。
【００９６】
　BW＝10の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2
次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～3である。チャネル結合識別子の値は、0、1、ま
たは予約されていてもよい。
【００９７】
　BW＝11、CB＝0の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、
および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0～7である。
【００９８】
　BW＝11、CB＝1の場合、データ送信帯域幅は、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、
および2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0、1、および4～7である。
【００９９】
　実施例7：
【０１００】
　実施例7では、以下に示す6つの帯域幅モードがある。
【０１０１】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１０２】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１０３】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル。
【０１０４】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル。
【０１０５】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１０６】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを
含む。
【０１０７】
　6つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表1に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表1に示す
対応する方法が推奨される。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も、こ
の実施形態に適用可能である。
【０１０８】
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【表１】

【０１０９】
　図17aおよび図17bから、各表示方法について、受信局は、固定位置からHE-SIG-B 1およ
びHE-SIG-B 2を取得できることが分かる（20MHzチャネルモードの場合、HE-SIG-B 1のみ
存在し、HE-SIG-B 2は存在しない）。1つの表示方法が複数の帯域幅モードに対応する場
合でも、HE-SIG-B 1およびHE-SIG-B 2の取得は影響を受けない。｛BW，CB｝＝｛2，0｝の
場合、HE-SIG-B 1およびHE-SIG-B 2のいずれかを1次20MHzチャネルを使用して取得し、HE
-SIG-Bの他の部分を2次40MHzの20MHzチャネルを使用して取得できる。特定の周波数が降
順に配置されている場合、1次20MHzチャネルが奇数を使用して番号付けされた20MHzチャ
ネル上にある場合（図17aに示す）、HE-SIG-Bの他の部分は、2次40MHzチャネルの偶数を
使用して番号付けされた20MHzチャネルを使用して取得される。対照的に、1次20MHzチャ
ネルが偶数を使用して番号付けされた20MHzチャネル上にある場合（図17bに示す）、HE-S
IG-Bの他の部分は、2次40MHzチャネルの奇数を使用して番号付けされた20MHzチャネルを
使用して取得される。
【０１１０】
　｛BW，CB｝＝｛2，1｝の場合、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネルはHE-SIG-B 1
およびHE-SIG-B 2を含み、2次40MHzチャネルもHE-SIG-B 1およびHE-SIG-B 2を含み、HE-S
IG-B 1およびHE-SIG-B 2をどちらから取得するかは受信局が自ら決定することができる。
【０１１１】
　この実施例におけるHE-SIG-B 1およびHE-SIG-B 2の説明は、本発明の他の実施形態にも
適用可能であることに留意されたい。
【０１１２】
　実施例8：
【０１１３】
　この実施形態では、2次80MHzチャネルは2つの連続する40MHzチャネルに分割され、2つ
の40MHzチャネルは異なるルールに従って分類されてもよい。例えば、2つの40MHzチャネ
ルは、周波数に応じて、上位40MHzチャネル（周波数がより高い40MHzチャネル）と下位40
MHzチャネル（周波数がより低い40MHzチャネル）とに分類される。別の例では、2つの40M
Hzチャネルは、1次20MHzチャネルまでの距離に応じて、近い40MHzチャネルと遠い40MHzチ
ャネルとに分類される。分類規則はこの特許解決策に限定されず、その表示原則は類似し
ている。便宜上、上位40MHzチャネルおよび下位40MHzチャネルの例は、説明のための後続
の実施形態の説明で使用される。
【０１１４】
　実施例8では、図18aに示す以下の6つの帯域幅モードがある。
【０１１５】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１１６】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１１７】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル。
【０１１８】
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　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル。
【０１１９】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル
、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHz
チャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１２０】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および第2の80MHzチャネルの下位40M
Hzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上
位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチ
ャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20
MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１２１】
　6つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表2に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表2に示す
対応する方法が推奨される。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も、こ
の実施形態に適用可能である。
【０１２２】
【表２】

【０１２３】
　図18bは、別の実施例を示し、実施例は、以下の6つのチャネルモードを含む。
【０１２４】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１２５】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１２６】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル。
【０１２７】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル。
【０１２８】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル
、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHz
チャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１２９】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および第2の80MHzチャネルの下位40M
Hzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上
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位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチ
ャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20
MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１３０】
　6つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表3に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表3に示す
対応する方法が推奨される。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も、こ
の実施形態に適用可能である。
【０１３１】

【表３】

【０１３２】
　図18cは、別の実施例を示し、実施例は、以下の7つのチャネルモードを含む。
【０１３３】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１３４】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１３５】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル。
【０１３６】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル。
【０１３７】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル
、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHz
チャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１３８】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および第2の80MHzチャネルの下位40M
Hzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上
位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチ
ャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20
MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１３９】
　モード7：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、また
は1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネ
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ル、および2次80MHzチャネル。
【０１４０】
　7つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表4に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表4に示す
対応する方法が記載されている。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も
、この実施形態に適用可能である。
【０１４１】
【表４】

【０１４２】
　図18dは、別の実施例を示し、実施例は、以下の8つのチャネルモードを含む。
【０１４３】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１４４】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１４５】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル。
【０１４６】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル。
【０１４７】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル
、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHz
チャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１４８】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および第2の80MHzチャネルの下位40M
Hzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上
位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチ
ャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20
MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１４９】
　モード7：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、また
は1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネ
ル、および2次80MHzチャネル。
【０１５０】
　モード8：1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位
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40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
。
【０１５１】
　8つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表5に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表5に示す
対応する方法が記載されている。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も
、この実施形態に適用可能である。
【０１５２】
【表５】

【０１５３】
　実施例9：
【０１５４】
　この実施形態では、2次40MHzチャネルは2つの20MHzチャネルに分割される。2つの20MHz
チャネルは、異なる規則に従って分類されてもよい。例えば、2つの20MHzチャネルは、周
波数に応じて、上位20MHzチャネル（周波数がより高い20MHzチャネル）と下位20MHzチャ
ネル（周波数がより低い20MHzチャネル）とに分類される。別の例では、2つの20MHzチャ
ネルは、1次20MHzチャネルまでの距離に応じて、近い20MHzチャネルと遠い20MHzチャネル
とに分類される。分類規則はこの特許解決策に限定されず、その表示原則は類似している
。便宜上、上位20MHzチャネルおよび下位20MHzチャネルの例は、説明のための後続の実施
形態の説明で使用される。実施例9では、図19に示す以下の6つの帯域幅モードがある。
【０１５５】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１５６】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１５７】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル、または1次20MHzチャネルおよび2
次40MHzチャネルの20MHzチャネル。
【０１５８】
　具体的には、1次20MHzチャネルが、奇数を使用して番号付けされたチャネル上に周波数
の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの偶数を使用して番号付けされ
た20MHzチャネルである。1次20MHzチャネルが、偶数を使用して番号付けされたチャネル
上に周波数の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの奇数を使用して番
号付けされた20MHzチャネルである。
【０１５９】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの下位20MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの上位
20MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル
。
【０１６０】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40
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MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、
2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャ
ネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１６１】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1次
20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次8
0MHz、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャ
ネル、および2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHz
チャネル、および2次80MHzチャネル。
【０１６２】
　6つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表6に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表6に示す
対応する方法が記載されている。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も
、この実施形態に適用可能である。
【０１６３】
【表６】

【０１６４】
　実施例10：
【０１６５】
　この実施形態では、2次40MHzチャネルは2つの20MHzチャネルに分割され、2次80MHzチャ
ネルは2つの連続する40MHzチャネルに分割される。便宜上、分割された2つの20MHzチャネ
ルおよび2つの40MHzチャネルを、それぞれ上位20MHzチャネル、下位20MHzチャネル、上位
40MHzチャネル、および下位40MHzチャネルとする例が、説明のための後続の実施形態の説
明で使用される。
【０１６６】
　実施例10では、図20aに示す以下の6つの帯域幅モードがある。
【０１６７】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１６８】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１６９】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル、または1次20MHzチャネルおよび2
次40MHzチャネルの20MHzチャネル。具体的には、1次20MHzチャネルが、奇数を使用して番
号付けされたチャネル上に周波数の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネ
ルの偶数を使用して番号付けされた20MHzチャネルである。1次20MHzチャネルが、偶数を
使用して番号付けされたチャネル上に周波数の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40
MHzチャネルの奇数を使用して番号付けされた20MHzチャネルである。
【０１７０】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの下位20MHz
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チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの上位
20MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル
。
【０１７１】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位4
0MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、およ
び2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャ
ネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MH
zチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2
次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、お
よび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネル。
【０１７２】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHz
チャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次
20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位
40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャ
ネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャ
ネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MH
zチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1
次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、ま
たは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネ
ル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHz
チャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次8
0MHzチャネルの上位40MHzチャネル。
【０１７３】
　6つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表7に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表7に示す
対応する方法が記載されている。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も
、この実施形態に適用可能である。
【０１７４】
【表７】

【０１７５】
　図20bは、別の実施例を示し、実施例は、以下の6つのチャネルモードを含む。
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【０１７６】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１７７】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１７８】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHzチャネル。
【０１７９】
　具体的には、1次20MHzチャネルが、奇数を使用して番号付けされたチャネル上に周波数
の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの偶数を使用して番号付けされ
た20MHzチャネルである。1次20MHzチャネルが、偶数を使用して番号付けされたチャネル
上に周波数の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの奇数を使用して番
号付けされた20MHzチャネルである。
【０１８０】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの下位20MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの上位
20MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル
。
【０１８１】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位4
0MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、およ
び2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャ
ネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MH
zチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2
次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、お
よび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネル。
【０１８２】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHz
チャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次
20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位
40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャ
ネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャ
ネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MH
zチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1
次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、ま
たは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネ
ル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHz
チャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次8
0MHzチャネルの上位40MHzチャネル。
【０１８３】
　6つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表8に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
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複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表8に示す
対応する方法が記載されている。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も
、この実施形態に適用可能である。
【０１８４】
【表８】

【０１８５】
　図20cは、別の実施例を示し、実施例は、以下の7つのチャネルモードを含む。
【０１８６】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１８７】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１８８】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHzチャネル。具体的には、1次20MHzチ
ャネルが、奇数を使用して番号付けされたチャネル上に周波数の降順にある場合、20MHz
チャネルは、2次40MHzチャネルの偶数を使用して番号付けされた20MHzチャネルである。1
次20MHzチャネルが、偶数を使用して番号付けされたチャネル上に周波数の降順にある場
合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの奇数を使用して番号付けされた20MHzチャネル
である。
【０１８９】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの下位20MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの上位
20MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル
。
【０１９０】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位4
0MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、およ
び2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャ
ネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MH
zチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2
次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、お
よび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネル。
【０１９１】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHz
チャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次
20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位
40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャ
ネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャ
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ネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MH
zチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1
次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、ま
たは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネ
ル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHz
チャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次8
0MHzチャネルの上位40MHzチャネル。
【０１９２】
　モード7：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位4
0MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、およ
び2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル
の下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル。
【０１９３】
　7つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表9に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表9に示す
対応する方法が記載されている。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法も
、この実施形態に適用可能である。
【０１９４】
【表９】

【０１９５】
　図20dは、別の実施例を示し、実施例は、以下の8つのチャネルモードを含む。
【０１９６】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０１９７】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０１９８】
　モード3：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル、または、
　1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHzチャネル。
【０１９９】
　具体的には、1次20MHzチャネルが、奇数を使用して番号付けされたチャネル上に周波数
の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの偶数を使用して番号付けされ
た20MHzチャネルである。1次20MHzチャネルが、偶数を使用して番号付けされたチャネル
上に周波数の降順にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの奇数を使用して番
号付けされた20MHzチャネルである。
【０２００】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの下位20MHz
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チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの上位
20MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル
。
【０２０１】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位4
0MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、およ
び2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャ
ネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MH
zチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2
次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、お
よび2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネル。
【０２０２】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHz
チャネル、および2次80MHzチャネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次
20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの下位
40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャ
ネルの下位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャ
ネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MH
zチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、または1
次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル、ま
たは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネ
ル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネ
ル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHz
チャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHz
チャネル、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次8
0MHzチャネルの上位40MHzチャネル。
【０２０３】
　モード7：1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次2
0MHzチャネル、2次40MHzチャネルの上位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位4
0MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの下位20MHzチャネル、およ
び2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル、または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル
の下位20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルの上位40MHzチャネル。
【０２０４】
　モード8：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHzチャネル。具体的には、1
次20MHzチャネルが、奇数を使用して番号付けされたチャネル上に周波数の降順にある場
合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの奇数を使用して番号付けされた20MHzチャネル
である。1次20MHzチャネルが、偶数を使用して番号付けされたチャネル上に周波数の降順
にある場合、20MHzチャネルは、2次40MHzチャネルの偶数を使用して番号付けされた20MHz
チャネルである。
【０２０５】
　8つのモードの表示方法については、BWフィールド（2ビット）およびCBフィールド（1
ビット）の両方を使用して表示が行われる。表10に示すように、｛BW，CB｝は｛0，0｝、
｛0，1｝、｛1，0｝、｛1，1｝、｛2，0｝、｛2，1｝、｛3，0｝、および｛3，1｝の計8
種類の表示方法がある。原理的には、各チャネルモードについて、8つの表示方法から重
複なく1つ以上の表示方法がランダムに選択されてもよい。この実施形態では、表10に示
す対応する方法が記載されている。表示方法とチャネルモードとの間で対応する他の方法
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も、この実施形態に適用可能である。
【０２０６】
【表１０】

【０２０７】
　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示すための方法を提供する。送信局は物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成お
よび送信し、PPDUはプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブ
ルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子およびチャネル結合
識別子を含み、チャネル結合識別子は、データ送信チャネルが周波数領域において連続的
であるかどうかを示すために使用される。このように、無線ローカルエリアネットワーク
における周波数領域の不連続チャネルが示され、利用可能なデータ送信チャネルが改善さ
れ、システムスループットが向上する。
【０２０８】
　実施形態2
　本発明の実施形態2は、WLANに適用され、チャネルを示す方法を提供する。この方法は
、例えば図2のAPおよびSTA1～STA3のような局に適用することができる。局は、例えば802
.11ax標準のような次世代WLAN標準をサポートすることができる。図21は、チャネルを示
す方法の例示的なブロック図である。具体的な手順は次のとおりである。
【０２０９】
　ステップ201：物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成し、ここでPPDUはプリア
ンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブルフィールドの高効率信号
フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子および2次20MHzチャネル識別子を含み、帯域幅
識別子が、データ送信チャネルの帯域幅が40MHzよりも大きいことを示す場合、2次20MHz
チャネル識別子は、2次20MHzチャネルが利用可能であるかどうかを示すために使用される
。
【０２１０】
　ステップ202：PPDUを送信する。
【０２１１】
　具体的には、2次20MHzチャネル識別子は少なくとも1ビットを含み、以下では例として1
ビットを使用して説明する。2次20MHzチャネル識別子が第1の値である場合、2次20MHzチ
ャネルは利用不可能であり、または2次20MHzチャネル識別子が第2の値である場合、2次20
MHzチャネルは利用可能である。
【０２１２】
　なお、2次20MHzチャネル識別子の第1の値および第2の値は、本発明においては限定され
ない。第1の値は「0」であり、第2の値は「1」である。第1の値は「1」であり、第2の値
は「0」である。上記の2つの場合は、どちらも本発明の保護範囲にある。説明の便宜上、
第1の値が「0」で第2の値が「1」の場合を以下で説明のために具体的に使用する。
【０２１３】
　具体的には、送信局は、帯域幅識別子と2次20MHzチャネル識別子とを使用してデータ送
信チャネルを示す。
【０２１４】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネルおよび2
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次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、2次20MHzチャネル識別子が第1の値である場合、データ
送信チャネルは、1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、2次20MHzチャネル識別子が第2の値である場合、データ
送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み
、
　帯域幅識別子が第4の値であり、2次20MHzチャネル識別子が第1の値である場合、データ
送信チャネルは160MHzまたは（80＋80）MHzであり、データ送信チャネルは2次20MHzチャ
ネルを含まない、すなわち1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含むか、または1
次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、または、
　帯域幅識別子が第4の値であり、2次20MHzチャネル識別子が第2の値である場合、データ
送信チャネルの帯域幅は160MHzまたは（80＋80）MHzであり、データ送信チャネルは2次20
MHzチャネルを含む、すなわち、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHz
チャネルを含み、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、およ
び2次80MHzチャネルを含む。
【０２１５】
　帯域幅識別子は少なくとも2ビットを含み、2次20MHzチャネル識別子は少なくとも1ビッ
トを含むことに留意されたい。説明の便宜上、本実施形態では、帯域幅識別子が2ビット
を含み、2次20MHzチャネル識別子が1ビットを含む例を使用して説明する。
【０２１６】
　なお、帯域幅識別子の第1の値から第4の値の定義は、実施形態1において既に説明した
とおりであり、その定義は以降の実施例にも適用可能であることに留意されたい。
【０２１７】
　図22を参照して、2次20MHzチャネル識別子と帯域幅識別子とのマッピング関係およびチ
ャネルについて説明する。
【０２１８】
　BW＝00の場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネル、すなわちチャネル0である。
データ送信帯域幅が40MHz以下である場合、チャネル結合識別子の値は、0、1、または予
約されていてもよい。
【０２１９】
　BW＝01の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル、す
なわちチャネル0およびチャネル1を含む。データ送信帯域幅が40MHz以下である場合、チ
ャネル結合識別子の値は、0、1、または予約されていてもよい。
【０２２０】
　BW＝10、2次20MHzチャネル識別子＝0の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネ
ルおよび2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0、チャネル2、チャネル3を含む。
【０２２１】
　BW＝10、2次20MHzチャネル識別子＝1の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネ
ル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、すなわちチャネル0～3を含む。
【０２２２】
　BW＝11、2次20MHzチャネル識別子＝0の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネ
ルおよび2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0およびチャネル4～7を含む。あるいは、
データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
、すなわち、チャネル0および2～7を含む。
【０２２３】
　BW＝11、2次20MHzチャネル識別子＝1の場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネ
ル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、2次80MHzチャネル、すなわちチャネル0～7を
含む。あるいは、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および
2次80MHzチャネル、すなわち、チャネル0、1、4～7を含む。
【０２２４】
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　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示すための方法を提供する。送信局は物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成お
よび送信し、PPDUはプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブ
ルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子および2次20MHzチャ
ネル識別子を含み、帯域幅識別子がデータ送信チャネルが40MHzよりも大きいことを示す
場合、2次20MHzチャネル識別子は、2次20MHzチャネルが利用可能であるかどうかを示すた
めに使用される。このように、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不
連続チャネルが示され、利用可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループッ
トが向上する。
【０２２５】
　実施形態3
　本発明の実施形態3は、WLANに適用され、チャネルを示す方法を提供する。この方法は
、例えば図2のAPおよびSTA1～STA3のような局に適用することができる。局は、例えば802
.11ax標準のような次世代WLAN標準をサポートすることができる。
【０２２６】
　この実施形態では、PPDU内の帯域幅識別子を使用してデータ送信チャネルが示され、帯
域幅（BW）識別子は少なくとも2ビットを含む。
【０２２７】
　図23を参照して、帯域幅識別子とチャネルとのマッピング関係について説明する。
【０２２８】
　BW＝00の場合、現在のデータ送信チャネルが1次20MHzチャネルを含むことを示す。
【０２２９】
　BW＝01の場合、現在のデータ送信チャネルが1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル
を含むことを示す。
【０２３０】
　BW＝10の場合、現在のデータ送信チャネルが1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル
を含む、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含むこ
とを示す。
【０２３１】
　BW＝11の場合、現在のデータ送信チャネルが1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネル
を含む、または1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含む、
または1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含む、または1
次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含
むことを示す。
【０２３２】
　BW＝2の場合、HE-SIG-B 1およびHE-SIG-B 2のいずれかを1次20MHzチャネルを使用して
取得し、HE-SIG-Bの他の部分を2次40MHzの20MHzチャネルを使用して取得できる。特定の
周波数が降順に配置されている場合、1次20MHzチャネルが奇数を使用して番号付けされた
20MHzチャネル上にある場合、HE-SIG-Bの他の部分は、2次40MHzチャネルの偶数を使用し
て番号付けされた20MHzチャネルを使用して取得される。対照的に、1次20MHzチャネルが
偶数を使用して番号付けされた20MHzチャネル上にある場合、HE-SIG-Bの他の部分は、2次
40MHzチャネルの奇数を使用して番号付けされた20MHzチャネルを使用して取得される。
【０２３３】
　BW＝3の場合、HE-SIG-B 1およびHE-SIG-B 2のいずれかを1次20MHzチャネルを使用して
取得し、HE-SIG-Bの他の部分を2次80MHzの20MHzチャネルを使用して取得できる。特定の
周波数が降順に配置されている場合、1次20MHzチャネルが奇数を使用して番号付けされた
20MHzチャネル上にある場合、HE-SIG-Bの他の部分は、2次80MHzチャネルの偶数を使用し
て番号付けされたあらゆる20MHzチャネルを使用して取得される。対照的に、1次20MHzチ
ャネルが偶数を使用して番号付けされた20MHzチャネル上にある場合、HE-SIG-Bの他の部
分は、2次80MHzチャネルの奇数を使用して番号付けされたあらゆる20MHzチャネルを使用
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して取得される。
【０２３４】
　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示すための方法を提供する。送信局は物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成お
よび送信し、PPDUはプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブ
ルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子を含む。このように
、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不連続チャネルが示され、利用
可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループットが向上する。
【０２３５】
　実施形態4
　図24を参照すると、図24は、本発明の実施形態4による無線ローカルエリアネットワー
クにおけるチャネルを示す装置の概略ブロック図である。この装置は、例えば、アクセス
ポイント、または関連機能を実行する専用回路またはチップである。アクセスポイント10
00は、プロセッサ1010、メモリ1020、ベースバンド回路1030、無線周波数回路1040、およ
びアンテナ1050を含む。装置は、図2に示すAPであってもよい。APは、STA1、STA2、およ
びSTA3と通信する。
【０２３６】
　具体的には、プロセッサ1010は、アクセスポイント1000の動作を制御する。メモリ1020
は、読み出し専用メモリおよびランダムアクセスメモリを含んでいてもよく、プロセッサ
1010に命令およびデータを提供する。プロセッサは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ、特定用途向け集積回路、フィールドプログラマブルゲートアレイ、または別のプ
ログラマブル論理装置であってもよい。メモリ1020の一部は、不揮発性ランダムアクセス
メモリ（NVRAM）をさらに含むことができる。ベースバンド回路1030は、送信ベースバン
ド信号を生成するか、または受信ベースバンド信号を復号するように構成される。無線周
波数回路1040は、低周波のベースバンド信号を高周波のキャリア信号に変調し、かつアン
テナ1050を使用して高周波のキャリア信号を送信するように構成される。無線周波数回路
はまた、アンテナ1050によって受信した高周波信号を、低周波のキャリア信号に復調する
ように構成される。アクセスポイント1000の構成要素は、バスシステム1060を使用して共
に連結される。データバスに加えて、バスシステム1060は、電源バス、制御バス、および
ステータス信号バスを含む。しかしながら、説明を分かり易くするために、図のさまざま
なバスをバスシステム1060として示している。アクセスポイント構造の前述の説明は、後
続の実施形態にも適用できることに留意されたい。
【０２３７】
　ベースバンド回路1030は、物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成するように構
成され、ここでPPDUはプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアン
ブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子およびチャネル結
合識別子を含み、チャネル結合識別子は、データ送信チャネルが周波数領域において連続
的であるかどうかを示すために使用される。
【０２３８】
　無線周波数回路1040は、PPDUを送信するように構成される。
【０２３９】
　具体的には、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは周波数
領域において連続的であり、またはチャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送
信チャネルは周波数領域に複数の不連続チャネルを含む。
【０２４０】
　任意選択的に、チャネルを示す装置は、帯域幅識別子およびチャネル結合識別子の両方
を使用してデータ送信チャネルを示し、表示方法は具体的には以下のとおりである。
【０２４１】
　方法1：
【０２４２】
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　チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第3の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第1の値であり、帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチ
ャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzおよび2次40MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含み、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第3の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含み、また
は、
　チャネル結合識別子が第2の値であり、帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【０２４３】
　方法2：
【０２４４】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHz
チャネルを含み、または、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含む。
【０２４５】
　方法3：
【０２４６】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHz
チャネルを含み、または、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【０２４７】
　方法4：
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【０２４８】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHz
チャネルを含み、または、
　帯域幅識別子が第4の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネルを含む。
【０２４９】
　方法5：
【０２５０】
　帯域幅識別子が第1の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第2の値である場合、データ送信チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次
20MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第1の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルを含み、
　帯域幅識別子が第3の値であり、チャネル結合識別子が第2の値である場合、データ送信
チャネルは1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルを含み、または、
　帯域幅識別子が第4の値である場合、データ送信チャネルは、1次20MHzチャネル、2次20
MHzチャネル、2次40MHzチャネルおよび2次80MHzチャネルを含む。
【０２５１】
　なお、方法1～5のチャネルマッピング関係は図6～図10に示されており、詳細な説明は
実施形態1において既に行われていることに留意されたい。
【０２５２】
　なお、実施形態1から実施形態3における他のチャネル表示方法は、実施形態4のチャネ
ル表示装置にも適用されることに留意されたい。
【０２５３】
　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示すための装置を提供する。ベースバンド回路は物理プロトコルデータユニット（PPDU
）を生成し、PPDUはプリアンブルフィールドおよびデータフィールドを含み、プリアンブ
ルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は、帯域幅識別子および2次20MHzチャ
ネル識別子を含み、帯域幅識別子がデータ送信チャネルが40MHzよりも大きいことを示す
場合、2次20MHzチャネル識別子は、2次20MHzチャネルが利用可能であるかどうかを示すた
めに使用される。このように、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不
連続チャネルが示され、利用可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループッ
トが向上する。
【０２５４】
　実施形態5
　本発明の実施形態5は、WLANに適用され、チャネルを示す方法を提供する。この方法は
、例えば図2のAPおよびSTA1～STA3のような局に適用することができる。局は、例えば802
.11ax標準のような次世代WLAN標準をサポートすることができる。
【０２５５】
　この実施形態では、PPDU内の帯域幅識別子を使用してデータ送信チャネルが示され、帯
域幅（BW）識別子は少なくとも3ビットを含む。
【０２５６】
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　データ送信チャネルは、以下の8つのモードを含む。
【０２５７】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０２５８】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０２５９】
　モード3：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの少なくと
も1つの20MHzチャネル。
【０２６０】
　モード4：少なくとも1次20MHzチャネルおよび2次40MHzのチャネルの20MHzチャネルが含
まれ、20MHzのチャネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティで
あり、2次80MHzチャネルの20MHzチャネルは含まれない。
【０２６１】
　ここで、反対のパリティとは、周波数の降順または昇順に、1つの20MHzチャネルが奇数
を使用して番号付けされた20MHzチャネル上にあり、他の20MHzチャネルが偶数番号を使用
して番号付けされた20MHzチャネル上にあることを意味する。
【０２６２】
　モード5：少なくとも1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
の少なくとも1つの20MHzチャネルが含まれる。
【０２６３】
　モード6：少なくとも1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの20MHzチャネルおよび2次8
0MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルが含まれ、2次40MHzチャネルの20MHzチャ
ネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティである。
【０２６４】
　モード7：少なくとも1次20MHzチャネルおよび2つの20MHzチャネルの第1の20MHzチャネ
ルが含まれ、2次80MHzチャネルの2つの20MHzチャネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置
と比較して反対のパリティである。
【０２６５】
　モード8：少なくとも1次20MHzチャネルおよび2つの20MHzチャネルの第2の20MHzチャネ
ルが含まれ、2次80MHzチャネルの2つの20MHzチャネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置
と比較して反対のパリティである。
【０２６６】
　第1の20MHzチャネルおよび第2の20MHzチャネルは異なる方法を使用して定義することが
でき、これは本発明において限定的でない。例えば、第1の20MHzチャネルは、2つの20MHz
チャネルのうち低い周波数を有する20MHzチャネルであり、2次80MHzチャネルの2つの20MH
zチャネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティであり、第2の20
MHzチャネルは、2つの20MHzのチャネルのうち高い周波数を有する20MHzチャネルであり、
2次80MHzチャネルの2つの20MHzチャネルの位置は、1次20MHzチャネルと比較して反対のパ
リティである。あるいは、逆の場合も適用可能である。別の例では、第1の20MHzチャネル
は、2次80MHzチャネルの2つの20MHzチャネルのうち、1次20MHzチャネルへの周波数分離の
割合が小さい20MHzチャネルであり、2つの20MHzチャネルの位置は第1の20MHzチャネルの
位置と比較して反対のパリティであり、第2の20MHzチャネルは、2次80MHzの2つの20MHzチ
ャネルのうち、1次20MHzチャネルへの周波数分離の割合が大きい20MHzチャネルであり、2
つの20MHzチャネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティである
。あるいは、逆の場合も適用可能である。
【０２６７】
　チャネルが、1次20MHzチャネルおよびその位置が1次20MHzチャネルと同じパリティであ
る2次40MHzの20MHzチャネルである場合、モード3またはモード4が示されてもよいことに
留意されたい。その結果、受信局は、1次20MHzチャネルでHE-SIG-Bの一部を受信すると、
その位置が1次20MHzチャネルとは反対のパリティである2次20MHzチャネルまたは2次40MHz
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チャネルの20MHzチャネルでHE-SIG-Bの他の部分の受信を試みるが、受信は失敗する。HE-
SIG-Bに関連する情報は、その位置が1次20MHzチャネルと比較して反対のパリティである2
0MHzチャネルまたは2次40MHzチャネルの20MHzでは送信されない。したがって、受信の失
敗は情報損失をもたらさない。
【０２６８】
　チャネルが1次20MHzチャネルおよび2次80MHzの少なくとも1つの20MHzチャネルを含み、
その位置が1次20MHzチャネルと比較して反対のパリティである20MHzチャネルを含まない
場合、モード5、6、7、または8が示されてもよいことに留意されたい。その結果、受信局
は、1次20MHzチャネルでHE-SIG-Bの一部を受信すると、その位置が1次20MHzチャネルと比
較すると反対のパリティであり、それがモードに示されている20MHzチャネルでHE-SIG-B
の他の部分の受信を試みるが、受信は失敗する。HE-SIG-Bに関する情報は、その位置が1
次20MHzチャネルと比較して反対のパリティである20MHzチャネルでは送信されない。した
がって、受信の失敗は情報損失をもたらさない。
【０２６９】
　本発明では、帯域幅識別子と8つのモードとの対応関係は限定されず、以下の対応関係
を選択することが好ましい。
【０２７０】
【表１１】

【０２７１】
　8つのモードとチャネルとの対応を表11に示す。
【０２７２】
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【表１２Ｂ】
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【表１２Ｄ】

【０２７３】
　表で使用されるチャネル識別子は、チャネルの論理識別子である。一般に、チャネル識
別子0は1次20MHzチャネルを示し、チャネル識別子1は2次20MHzチャネルを示し、チャネル
識別子2および3は2次40MHzチャネルを示し、チャネル識別子4～7は2次80MHzチャネルを示
す。チャネル識別子とチャネルとの間で頻繁に使用されるマッピング関係は上述のとおり
である。チャネル識別子とチャネルとの間の別のマッピング関係もある。これは、本発明
において限定的でない。
【０２７４】
　以下の説明の便宜上、1次チャネル上のHE-SIG-BをHE-SIG-B1と称する。図6、図7、図8
、図9に示すように、HE-SIG-B1は、1次チャネルと同じパリティのチャネルにコピーされ
、HE-SIG-B1の共通部分は、1次20MHzチャネルと、その位置が1次チャネルのパリティと同
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じである20MHzチャネルのRU割り当てシグナリングを含む。HE-SIG-B 2の共通部分は、そ
の位置が1次20MHzチャネルと比較すると反対のパリティである20MHzチャネルのRU割り当
てシグナリングを含み、複数の20MHzチャネルにコピーされる。以下の説明では、各20MHz
チャネルのRU割り当てシグナリングの長さがNビットであり、例として8ビットを使用する
ものとする。
【０２７５】
　前述の8つのモードのそれぞれは、2つの情報を運ぶ。第1の情報は、HE-SIG-B 1の共通
部分の長さおよびHE-SIG-B 2の共通部分の長さを受信ノードに示す（ここでHE-SIG-B 1の
共通部分長さは、HE-SIG-B 2の共通部分の長さに等しい）。第2の情報は、受信ノードがH
E-SIG-B 2をどの20MHzチャネルで受信するかを示す。ここで、受信ノードは、1次20MHzチ
ャネルでHE-SIG-B1を受信することになっていることに留意されたい。例えば、モード3は
、HE-SIG-B 1の共通部分の長さおよびHE-SIG-B 2の共通部分の長さが共に16ビットである
ことを受信ノードに示し（ここでは20MHzチャネルのみのRU割り当てシグナリングの長さ
についての統計が収集される）、HE-SIG-B2は、論理識別子が1であるチャネルで受信され
る。別の例では、モード8は、HE-SIG-B 1の共通部分の長さおよびHE-SIG-B 2の共通部分
の長さが共に32ビットであることを受信ノードに示し、HE-SIG-B 2は、論理識別子が7で
ある20MHzチャネルで受信される。したがって、上記8つのモードは、受信ノードがHE-SIG
-B1およびHE-SIG-B2を正しく受信できることを示す。
【０２７６】
　さらに、HE-SIG-B 20MHzチャネルのRU割り当てシグナリングには、特別なRU割り当てシ
グナリング、すなわち242（0）が存在し、これは、情報を送信でき、かつ20MHzチャネル
に対応する242個のサブキャリアがどの局のデータも送信しないことを示す。すなわち、2
0MHzチャネルはデータ送信を行わない。
【０２７７】
　各20MHzのHE-SIG-B 1およびHE-SIG-B2の共通部分に含まれるHE-SIG-AおよびRU割り当て
シグナリングの8つのモードを参照すると、受信ノードは、データがどのチャネルで受信
されたかを知ることができる。例えば、データ送信チャネルは（0 1 2）であり、送信ノ
ードは物理層プリアンブルのHE-SIG-Aの帯域幅識別子ビットをモード3に設定するものと
する。また、HE-SIG-B1は、チャネル0およびチャネル2のRU割り当てシグナリングを含み
、HE-SIG-B2は、チャネル1およびチャネル3のRU割り当てシグナリングを含む。チャネル3
のRU割り当てシグナリングは242（0）である。HE-SIG-Aを受信した後、受信機は、モード
3が使用されることを帯域幅識別子ビットによって知る。すなわち、HE-SIG-B1の共通部分
の長さおよびHE-SIG-B2の共通部分の長さは共に16ビットである。HE-SIG-B1は論理識別子
が0（1次20MHzチャネル）のチャネルで受信され、HE-SIG-B2は論理識別子が1のチャネル
で受信される。論理識別子が3のチャネルのHE-SIG-B2に含まれるRU割り当てシグナリング
242（0）を参照すると、データ送信チャネルが（0 1 2）であることが分かる。
【０２７８】
　なお、表11の各モードに示す実際に使用されるチャネルは重複している。しかし、これ
は、受信ノードがHE-SIG-Bの共通部分の長さを学習すること、およびHE-SIG-B2がどの20M
Hzチャネルで受信されたかを学習することに影響しない。したがって、前述のモード指示
は、どの20MHzチャネルでデータ送信が実行されているかを受信ノードに正確に伝えるこ
とができる。一実施例では、重複している実際に使用されるチャネルは1つのモードでの
み使用されるため、すべてのモードで示される実際に使用されるチャネルは重複しない。
例えば、重複しており、表11のモード3およびモード4で示される実際に使用されるチャネ
ルが（0，1，3）、（0，1，2，3）、（0，2）であるケースについて検討する。重複を避
けるために、前述の実際に使用されるチャネルの3つのケースは、モード3のみで使用され
、モード4からは除かれる。前述のチャネル重複のケースは、別の実施形態にも適用可能
であることに留意されたい。
【０２７９】
　表11のチャネル識別子の異なる順序は、実際に使用されるチャネルに影響しないことに
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留意されたい。例えば、チャネル識別子（0，7，1，2）で示される実際に使用されるチャ
ネルとチャネル識別子（0，1，2，7）とは同じである。
【０２８０】
　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示す方法を提供する。送信局は物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成して送信
し、PPDUはプリアンブルフィールドとデータフィールドを含み、プリアンブルフィールド
の高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は帯域幅識別子を含み、帯域幅識別子はデータ送信
チャネルを示す。このように、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不
連続チャネルが示され、利用可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループッ
トが向上する。
【０２８１】
　実施形態6
　本発明の実施形態6は、WLANに適用され、チャネルを示す方法を提供する。この方法は
、例えば図2のAPおよびSTA1～STA3のような局に適用することができる。局は、例えば802
.11ax標準のような次世代WLAN標準をサポートすることができる。
【０２８２】
　この実施形態では、PPDU内の帯域幅識別子を使用してデータ送信チャネルが示され、帯
域幅（BW）識別子は少なくとも3ビットを含む。
【０２８３】
　データ送信チャネルは、以下の8つのモードを含む。
【０２８４】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０２８５】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０２８６】
　モード3：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの少なくと
も1つの20MHzチャネル。
【０２８７】
　モード4：少なくとも1次20MHzチャネルおよび2次40MHzのチャネルの20MHzチャネルが含
まれ、20MHzのチャネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティで
あり、2次80MHzチャネルの20MHzチャネルは含まれない。
【０２８８】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHzチャネルが含まれ、20MHz
チャネルの位置は1次20MHzチャネルのパリティと同じである。
【０２８９】
　モード6：少なくとも1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル
の少なくとも1つの20MHzチャネルが含まれる。
【０２９０】
　モード7：少なくとも1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの20MHzチャネルおよび2次8
0MHzチャネルの少なくとも1つの20MHzチャネルが含まれ、2次40MHzチャネルの20MHzチャ
ネルの位置は、1次20MHzチャネルの位置と比較して反対のパリティである。
【０２９１】
　モード8：1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネルの20MHzチャネルおよび2次80MHzチャネ
ルの少なくとも1つの20MHzチャネルが含まれ、2次40MHzチャネルの20MHzチャネルの位置
は、1次20MHzチャネルの位置と同じパリティである。
【０２９２】
　本発明では、帯域幅識別子と8つのモードとの対応関係は限定されず、以下の対応関係
が使用される。
【０２９３】
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【表１３】

【０２９４】
　8つのモードとチャネルとの対応を表12に示す。
【０２９５】
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【表１４Ｃ】

【０２９６】
　表で使用されるチャネル識別子は、チャネルの論理識別子である。一般に、チャネル識
別子0は1次20MHzチャネルを示し、チャネル識別子1は2次20MHzチャネルを示し、チャネル
識別子2および3は2次40MHzチャネルを示し、チャネル識別子4～7は2次80MHzチャネルを示
す。チャネル識別子とチャネルとの間で頻繁に使用されるマッピング関係は上述のとおり
である。チャネル識別子とチャネルとの間の別のマッピング関係もある。これは、本発明
において限定的でない。
【０２９７】
　表12のチャネル識別子の異なる順序は、実際に使用されるチャネルに影響しないことに
留意されたい。例えば、チャネル識別子（0，7，1，2）で示される実際に使用されるチャ
ネルとチャネル識別子（0，1，2，7）とは同じである。
【０２９８】
　モード5およびモード8にはHE-SIG-Bが1つしかない。この場合、HE-SIG-Bは、すべての2
0MチャネルのRU割り当てシグナリングを含む。1つの情報、つまりHE-SIG-Bの長さのみが
、モード5およびモード8で運ばれる。モード5およびモード8以外のモードでは、HE-SIG-B
1およびHE-SIG-B2の共通部分に含まれるRU割り当てシグナリングは、実施形態5の送信方
法のものと同様である。表中のモードに示す重複の場合の説明は、実施形態5中のものと
同様であり、ここでの説明は省略する。
【０２９９】
　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示す方法を提供する。送信局は物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成して送信
し、PPDUはプリアンブルフィールドとデータフィールドを含み、プリアンブルフィールド
の高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は帯域幅識別子を含み、帯域幅識別子はデータ送信
チャネルを示す。このように、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不
連続チャネルが示され、利用可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループッ
トが向上する。
【０３００】
　実施形態7
　本発明の実施形態7は、WLANに適用され、チャネルを示す方法を提供する。この方法は
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、例えば図2のAPおよびSTA1～STA3のような局に適用することができる。局は、例えば802
.11ax標準のような次世代WLAN標準をサポートすることができる。
【０３０１】
　この実施形態では、PPDUのプリアンブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A
）内の帯域幅識別子を使用してデータ送信チャネルが示され、帯域幅（BW）識別子は少な
くとも3ビットを含む。
【０３０２】
　データ送信チャネルは、以下の8つのモードを含む。
【０３０３】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０３０４】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０３０５】
　モード3：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル。
【０３０６】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHz
チャネル。
【０３０７】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネルの20MHzチャネル、20MHzチャネル
の位置は1次20MHzチャネルと比較すると反対のパリティである。
【０３０８】
　モード6：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル。
【０３０９】
　モード7：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０３１０】
　モード8：1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０３１１】
　本発明では、帯域幅識別子と8つのモードとの対応関係は限定されず、以下の対応関係
が使用される。
【０３１２】
【表１５】

【０３１３】
　例えば、8つのモードとチャネルとの対応を図25に示す。
【０３１４】
　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示す方法を提供する。送信局は物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成して送信
し、PPDUはプリアンブルフィールドとデータフィールドを含み、プリアンブルフィールド
の高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は帯域幅識別子を含み、帯域幅識別子はデータ送信
チャネルを示す。このように、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不
連続チャネルが示され、利用可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループッ
トが向上する。
【０３１５】
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　実施形態8
　本発明の実施形態8は、WLANに適用され、チャネルを示す方法を提供する。この方法は
、例えば図2のAPおよびSTA1～STA3のような局に適用することができる。局は、例えば802
.11ax標準のような次世代WLAN標準をサポートすることができる。
【０３１６】
　この実施形態では、PPDUのプリアンブルフィールドの高効率信号フィールド（HE-SIG-A
）内の帯域幅識別子を使用してデータ送信チャネルが示され、帯域幅（BW）識別子は少な
くとも3ビットを含む。
【０３１７】
　データ送信チャネルは、以下の8つのモードを含む。
【０３１８】
　モード1：1次20MHzチャネル。
【０３１９】
　モード2：1次20MHzチャネルおよび2次20MHzチャネル。
【０３２０】
　モード3：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネル。
【０３２１】
　モード4：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHz
チャネル。
【０３２２】
　モード5：1次20MHzチャネルおよび2次40MHzチャネル。
【０３２３】
　モード6：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次40MHzチャネルの1つの20MH
zチャネル。
【０３２４】
　モード6は2つの実装を含むことに留意されたい。モード6における第1の実装は、1次20M
Hzチャネル、2次20MHzチャネル、およびその位置が2次40MHzチャネルの1次20MHzチャネル
と同じパリティであるチャネルである。モード6における第2の実装は、1次20MHzチャネル
、2次20MHzチャネル、およびその位置が2次40MHzチャネルの1次20MHzチャネルと比較する
と反対のパリティであるチャネルである。
【０３２５】
　モード7：1次20MHzチャネル、2次20MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０３２６】
　モード8：1次20MHzチャネル、2次40MHzチャネル、および2次80MHzチャネル。
【０３２７】
　本発明では、帯域幅識別子と8つのモードとの対応関係は限定されず、以下の対応関係
が使用される。
【０３２８】
【表１６】

【０３２９】
　例えば、8つのモードとチャネルとの対応を図26または図27に示す。
【０３３０】



(49) JP 6695435 B2 2020.5.20

10

20

　本発明のこの実施形態は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）においてチャネル
を示す方法を提供する。送信局は物理プロトコルデータユニット（PPDU）を生成して送信
し、PPDUはプリアンブルフィールドとデータフィールドを含み、プリアンブルフィールド
の高効率信号フィールド（HE-SIG-A）は帯域幅識別子を含み、帯域幅識別子はデータ送信
チャネルを示す。このように、無線ローカルエリアネットワークにおける周波数領域の不
連続チャネルが示され、利用可能なデータ送信チャネルが改善され、システムスループッ
トが向上する。
【０３３１】
　上記の実施形態は、本発明の技術的解決策を説明するためのものにすぎず、本発明を限
定するものではない。本発明は、上記の実施形態を参照して詳細に説明されているが、当
業者であれば、本発明の実施形態の技術的解決策の範囲から逸脱することなく、上記実施
形態に記載された技術的解決策をさらに変更することができ、またはその技術的特徴の一
部を同等物と置換することができる。
【符号の説明】
【０３３２】
　1000　アクセスポイント、局
　1010　プロセッサ
　1020　メモリ
　1030　ベースバンド回路
　1040　無線周波数回路
　1050　アンテナ
　1060　バス、バスシステム

【図１】

【図２】

【図３ａ】

【図３ｂ】
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